室内楽ピアニストのメティエ(仕事) : 独奏ピアニストと何が違うのか?(お話と実演) by 井上 さつき
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ハネス・ブラームスのヴァイオリンソナタ第２番 イ長調 作品 100（1886 年）
の２曲が題材として取り上げられた。この２曲は同時期に作曲されたヴァイオ
リンソナタの名作であり、どちらも同じイ長調で書かれているが、ベルギーに
生まれフランスで活躍したフランクとドイツに生まれたブラームスとでは、背
負っている音楽文化が異なっている。
　特別講座では、それぞれの第１楽章を軸に、作品の「アイデンティティ」を
いかに明確にするかということが実演を交えて示された。ヴァイオリンとピア
ノのバランスの取り方やメロディーラインの受け渡し方、和音の響かせ方、フ
レーズの作り方、また、いかに和音を濁らせずにペダルを踏むかなど、実践的
でしかも深い内容で、聴いている私たちにとって、目からウロコが落ちるよう
な瞬間がたくさんあった。一番驚いたのは、バレ教授が演奏すると、フランク
の譜面からヴァーグナーの和音が現れてくることだった。フランス音楽とドイ
ツ音楽の両方に通じているバレ氏ならではのレッスン内容で、ピアノ科の学生
など、さらに多くの人々に知ってほしいと思った。
　演奏者として協力してくださった本学大学院修了のヴァイオリンの酒井愛里
さんとピアノの江川智沙穂さんに心から感謝したい。　
